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 真冬のオーロラは、真っ暗な夜空に雄大な光のカー

テンが舞う。時には写真のように、オーロラが空全体

を覆い、更に地面（雪面）まで緑色に染めるほど強い

オーロラも出現する。 

 
西側←           →北側 

 
 秋のオーロラは、冬のオーロラのような派手さはな

い。オーロラそのものの強度（オーロラの実体）は、

季節は関係なく、強いオーロラも一年中出現している

はずである。しかし、8 月下旬はまだ夜の時間が非常

に短く、北の空でも完全に暮れることはない。上の写

真では、画面左側が西、右側が北である。日本では南

の空のほうが明るいが、夏から初秋の北極圏では、深

夜には北の地平線に明るさ（薄明）が残る。オーロラ

は非常に淡い光芒なので、この地平線上に残った薄明

が観測を邪魔するのだ。 

 
 これは北側に設置したカメラの、ほぼ同時刻の画像。

西側のカメラがとらえたオーロラが、アーチ状に延び

て、北の空につながっているのだ。よく見ると、３筋

のバンド・オーロラが出現している。もし真冬の空の

暗い時期だったら、非常に明るいオーロラだろう。 

 
 しかし、秋のオーロラにも良い点が多い。写真手前

にはテーブルとベンチが写っている。まだ夜間も寒く

ないので「オーロラを見ながら外で一杯！」なんてこ

とも可能だろう。 

 
 また、湖がまだ凍っていないので、写真のようにオ

ーロラが湖面に反映する様子も観望できる。私はまだ

この光景を自分の目で見たことがない。いつか９月の

北極圏に行きたいと思っている。 


